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古代は､行政文鍬 こよって管理された社会といえます｡文字は､佃報を伝える役L-]をになうとともに､文字をせくことは､祈
力名のあかしともなります｡また､時に文字は呪術的なものとしでも松会されていました｡ここでは,鹿Ll]38捗から山土した
文字や.それを記し1=と.RI.われる人びとにl喝逮する資料をもとに､鹿LD並跡の性格の-#に迫ってみまし上う｡
･･ HEヨ口和脚
鹿的iB捗より山土した文 声`が件かれた古代の品は,当時のjB冊
が介称する地.お目こJf.在しています｡これらの文字は､敬1年土器や米
価のかたちで.井戸と河iaから山土したものです｡辿称土許は11.r-F､
木怖は2rLT.が山土しています｡
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ているのかよくわかりません｡
腹EtJjt称の性格を示す可能性があるものとして､川りの文字が挙
げられます(写JI)｡これは､丹漁り土師符の内側底面に砧かれたもの
です｡ただし斬JJr的であるため､一文字で完結するのかどうかはわ
かりません｡とはいえこれが､組物が狐まる
鹿11兆講の中心的地.!丈の.伴山したBL供を
謂る井戸から山土したことには､相応の意味
があるかもしれません.なお少し時】明は下り
ますが､鵬Eu皿鉢に近接し.I村越が往Elさ
れているqria池跡では､乎攻時代末qtのIJl
戸から､斗lL封を衣す ｢LE｣という文字のある
水fiTlが仙土しています｡鵬ll逝跡-一指',-の性
格を鮮き紀した･ft科が､考古学と文献史学
ぐ との迎桝の中で､今後も明らかになるでし上う｡
少しy(LなるJTJ皮から文字にアプロー チして
みまLJ:う｡文字が記された土給の部L立につ
いて江E]しましよう｡鵬ElliB跡における内駅は､
底部の外面7ノー丈､峡部の内而2点.側面2点.
輩の外耐 1点となり.政見の両では底部の
外面がもっとも一般的な文字を記す部位とな
ります.紀述部位ごとの分布をみると､先に
江Eした那Ⅰ次許兼地.r-iの人並の井戸から､
搬uI逝捗の中では珍しい底称内面や糞外
面に記し1=tb杏が山土するのに対し､一般
的な底布外面の溌科は周辺地点から広く出
土しています｡記述部位にE対する分布の差は､
大型の非pJと畑物群が横川された第1次訴
表地屯と､他の地点との性格の遠いと関連
しているのかもしitません｡
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文字を.tFくにあたっての･色素品は､配や刀子といった文辞Jt郡です｡
鉄紫の11tは､井戸のlfIから2点が山土しています｡その刃には､蔽ぎ
砿Lによって細く磨り減っている状況もみられます｡これらの刀子は､木
簡に強いた文字を削り取るために使われたものかもしれません.A_んJ)人1A て▲▲1(I▲
軌については,円面敬ユr一己と拒Ir7配2･▲己が山土しています｡T)il名は観
としての独自の形をもつものであるのに対し.後者はjJi恕許の登を転用し
たものです｡両者の山土地在をみてみまLlう｡まず円両税は､郡2次調
兼地点のIl世浦の中に紛れ込んで山土しました｡一方､転JlT伽は.同
l了伸 LVn次JI^ 山さlh N u ll)
閑雅地L!)の非戸と,キャンバス神辺の711jEから山土しています｡一般的に炎満のr,心恥 二はIl而仇が分布し､周辺部に
転川伽が分布することがこれまでの研究で明らかにされていますが.Jn]l迎掛 二おける脱の分和にも兆執勺の槻能のちが
いが表れているのかもしれません｡今後,北洋の中心と考えられる節1次銅盤地点周辺において.lJH巾跳が出土する可能
性もあるでし上う｡
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文字を記した人びとの地位を示すと臥わLtる品も.搬mjB跡から山土しています｡苗代には､藤に雀くベルトの飾りの質
に上って身分が避現されました｡鹿ll通称からは､石帯と呼ばれる石で作られた市島りの称1.lI'lが,lt土しています｡この石
帝は､一般に六位以下の下級役人クラスがJ恥､たものといわれています｡こうした石帝を身につけた人物が文番の作成を
行い､鹿IE処務の経常にたすきわっていたのでし上う｡ (光本 脈)
史料からみた鹿 ､ilJi
E/■んのくl.しカ/_巾しJう婚前桓l胞EIILEは､鵬E王l迎跡とその一邪に広がっていたと考えられているalJJ期です｡旭日l症は､搬J;r.氏宗家が代 所々布
する准Egl(殿下波節)として,新たな摂政やJW白が就任する掛 こ踊り渡されていたと記録されています.また他にもl刺通史
料が丘'(:rにのこされていますoここでは.史#に記された平安時代の抗日Il庄について考えてみましょう｡
■配 l'e胡 附 LEの位敵を示した平安時代の史料はありませんが.14世紀代の｢ぷ･hoBtj;議盲指 野呂…
官t地lgl｣が参考となります｡この絵Lglには｢鹿川河｣の西松に人家らしさものが措かれ､そこに｢rfJ.｢鹿tl庄｣と配されて
います｡その帝には｢児叫｣も描かれています｡｢鹿田河｣は今の旭川と考えられており､鹿uば の中心は池川下旋西II,
現在のIXl山市鹿u]rr､二J川i､十l]市の一軒【こあったものと考えられます｡また､1Ll13年(応永20)の架大寺文掛 二は｢鹿
uldI大庄也｣と記されており､魁川下碓酉fI一帯を占めていた拡BIで
あったことがうかがえます｡さらに､江戸時代稜期の172)辛(ri保6)に
作成されたr倫恥記Il二は､搬IntLrの比定地として-1-J＼ケ村が記録さ
れています｡右上の地ヒ削二は､そこに記された地名を参考に.鹿EflLE
の範Luを考えてみました.ただ､これらの史料はいずれも中世以降のも
ので.古代の鹿田庄が成立当初からこのような広がりを和していたかど
うかについては.今後の発掘調速による成兆が待たれるところです｡
rnlTy･liJL謙垂至I 搬旧任の成立時糊については･,さりとはわかりませ
ん｡ただ'､817年(弘仁8)にRL箱､-J梢円免で行われた法叩金の料米72しカたじし
石を｢此l引地子｣(鵬lI=iEからの小n科)であてたという紀緑がのこって
います｡このことから.少なくとも三IL'女'時代初JgJには､搬焔氏が他州の土
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⊂⊃r仲Fmu (172仰)に氾&された射lりIttk,J* 'nEk.I,Mは比._･Jt帥 リiむよう(:している｡J&剛▲gJn釧 作AE.
地をl捌いて粧E封としていたとみることができます｡その後も､藤J;'Jtは氏寺の舛禰竜や氏神の大野城神社に｢鵬El地子｣
の一部を施供しており､鹿E]lLEが藤l);(代を過して.筋力な寺社ともl対係を持っていたE][締正しい11･lgZlであったことがわかり
ます｡
r LijjgR l半帥 代の柵 こな出 金Et的I諾 EW 廿加しけ .岬 ､ii(El場 所)LiC書からFRられた
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雅を京に訴えたという紀緑がのこされています｡国司の雄蝶PJ!_難が鵬旧任に乱炎をはたらいていたようです｡その訴えの▲q■)_L'
柄杓にi"Lかな刺陸lであったことがうかがえます｡
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難破してしまい､その掛 こ服に船と米を盗られてしまいました｡この即tlを曹凍自身が倹非追使(当時の番察 鈍判柵をも
占く_
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の地坪的な1m をあわせて考えると､収帖 が碑にil-il掛 1け 荘園ではな(7F轍戸咋嘩辞旭川如張介bLた批過納の中
心として機能していたようです. ＼一･一㌦ (7.Inzll‡太)
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ヰせの鹿､il遺蹄
古代以後､村の梯子はどうなるのでしょうか｡東は10Ltr紀に入ると人々の生flt]航跡は急速に失われてしまいます｡そし
て.TFTび姿を現すのは中世的な特徴を見せる11世紀に入ってからです｡そのIrり､どこに行ってしまうのか.近年.漉llキャ
ンバスの西方で101Lr紀のJi洛跡が閑兼されており､今後の成雑に期待が祷せられます.
では.改めて鵬】王l逝跡での生rlTFが粥l期される1ltLr紀以降IrFr他の状況を仰脚 二東i介しておきましょう｡古代と比較して
みると､ムラの移り変わりが見えてきますC
生息の様子
昼嚢胞CaJ戦功
鹿Em牡跡では11世紀以降､14陛紀にI叫ナてf房;住城を拡大し､岡大の胞llキャンバス全域に生晴の跡を城していますO
逝跡のlFl)t部というは王られた範囲には物や列戸が狐中する古代とは随分と3詰秋が変わっています｡もう一つの大きな変化
は,大小の7IYrが造られている.L!TですO特に､13-14Lr紀には縦横に走る大形の浦によって区画された屈救地が姿を現し
ます｡淋 こ区画された内側には班物と井戸が配iEfされ.韮を伴う似合も見受けられます｡また､何もない空Fluが碓放される
場所もあり､庭あるいは#1のような利IIJも斑うことができます｡たった家並みをもつ相の姿を初俳させます｡
田 は､鰍鳩 し姐てられているために典体的な形を確認することはl朝雄ですが･釧 帥他 励供はIb代に比べるとや
や小形で.概の並びも不搬flrJな傾向があり､if弼なiLt物の印毅があります｡-IJ)で､瓦が氏 と々El土していることから､一
部を瓦itさにしたiJ!物があったことも虹われますO瓦坪き
∵ l-.･∴ 二 ､､! ∴ . .ト 当
経の一部が抄かれたものや鋼塊が山土しています｡納税
は1LJlとしての使用が一般的で､これらの迫物からも｢寺｣
のような宗教的な助 放物の1(在が浮かび上がってきます｡
亡 】≡一 は､内鰍 二親み合わせの木枠や仙物が軌掛 二
位IfJされ､上術の形は円形に加えて方形がLTq加しています｡
古代のように大形のものは形を潜め､蟻TLir付近や上柄の
限られた位fElに.食群や米粉がおかれたり.米や安など
の放物あるいは∠l二や鴨といった動物の骨が納められること
もあります｡食mlの様方は腕.川lといったEI'i;,'経絡が多く､
特に､Idい投僻では/NlLが特徴的です｡いわゆる｢かわ
らけ｣ですO木群では.老 下駄 曲物 Wなど多様な健
方lが含まれます｡その他に､呪い札が入っていたり､煉土
や炭が大先にRJrまっており､火を使用した跡をはっきりとと
どめることもあります｡かなり入念な｢まつり｣が執り行われ
ていたのでしょう｡こうした脹札には,当時の民糊信仰の
影野が疑うことができます｡
古代の井戸と比べてみてくださいO古代では､かなり限
られた軒配只が他州されているのに対して､その価軌や
蝕め方が変わっていることがわかりますO
つ
⑲
その内科 ま多様性にTlrんでおり､盛んな経済活動､商品流通を示しています｡海外からは､中国産の白破 骨磁･視軸
の碗 J)ZL耕､匡】内では東海地域から変知産のJIlE.'淵炊きの臥 退散では鯖紫蘇や和水産の瓦器,架橋地域(兵LKi1.0から
はすり鉢など､九州からは析石動の不軌 さらに近隣では､備Tlfl焼きの菱･読･すり鉢.椀､r【L山焼き(仙1')の丑など､様々
なIl.7-(下写X)が鵬m冶跡に入っており､文献史料･絵lglにある｢717｣の梯子を幼沸させます｡
これらのqlには､周辺の追跡でも-般的に見られるもののほかに,山土地が限られるものも含まれています｡石親や楠
鮮産の瓦群もその-つです｡石鍋の山土地跡は､寺院やノ[=,栃rW速の逝鉢あるいは流通のrFl心となる迎跡が多く.また.
｢榊l兼｣は｢此LllJL｣とともに搬月;り妓IAl家の代衣的荘Blrの一つに挙げられている｢摘発牧｣にあたります.こうした避物は
腹I1逝跡の性格を考える上で大変参考になりますc
LFi_tEjR3ZtJ]革E言DI 文字はどの樫臥 人 の々生活に係わっているのでLlう｡文芋に拙びつく資料 ま､土指や水
の札などに1!ぎかれたものがあります｡土椎では.椀の恕側などに出て!Fが見られますが､数はけっして多くありません｡また
拭念ながら解説できるものもわずかで､｢渦｣｢十｣などが放少ない例です｡山土▲!.数は古代と比べて抑えているわけでは
なく､捻逝物i誌との比率を考えると逆に低下しています｡人びとの身近かにさほど普及していないのかもしれません｡
一方､木附では､般-苦心練の一部が糾かれた杭状のもの､あるいは｢鬼鬼 ｣とかかれたような呪符(下写A)などが剛こ
付きますCこれらは､何らかの｢まつり｣に際して群かれたことは明らかです｡人 の々生活(倍仰)に結びついたものでしょう｡
このように､古代と比べると､脆EIl逝跡の中では文字との関わり方は少し変わってきていると言えそうです.
附 子.t･_3逗Rを瑚 qTlLrの史料としては､前述した｢施ElJ｢7,'Jの文字が描かれた絵図がよく知られていますが､
その他に､15tLr紀gほでは藤原氏の粘L歪lとして｢蝕E庄｣は細粒している紀錨があります｡ただし､その蔽接的支配は在
地の和力者にわたっており､Jtl解約には松E判氏が倍を構え.名実ともに鹿FE虻は姿を消していくことになります｡
考古貿料からも､触諸の継鰍土151Ll紀にかかる頃までかろうじて残される粒度で､その後は耕作地へと変化し､泣きに
わたったムラも終1'吉をむかえるのですC (山本 悦低)
く皿)
yjru-■F'1g:のうつわ(】3-14世k)
常村境の*
瓜Ltnt(di捕地J&)のすIJ舛
LIlq･17切の鎖･帆
yj'1-tイI.ホTm(恥 一札)･･｢AL｣のγが読み枇れる｡
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最近の鯛査成果から
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旧陸軍工兵第10大隊橋梁施設演習場跡の測量調査成果
r剛山大草津Lbキャンバスの敷地は､
1908年に追想された旧陸恥の笈E屯
地を引き継いだもので､現在も"l随
ユILJ時代の班物や牌券物がのこって
います(右図)｡そのうち､文 法 軽
7f学部】月館西の焼却機脇にのこる
赤レンガ造りの梢堆物は､｢構築爆破
7拓滑川｣のK6於段型と考えられてき
ましたO近年､延伸の摘みが激しく
なったため､7月51≡l～13En二測呈註開
発を行いました｡その耗架､鳩梁を
敷浪するための橋台と傭脚を確憩で
きました｡年代はおそらく大Jl:兼一昭 トー
瀬1初めqlで､今I垣lの開発から.糠破
叫 キャンJtスl=のこ
に側係する施股ではない可能性が･Biくなりました｡
<垂 JP 橋台は肘組 をとどめていました(写Xl).長さ8m､楓 1mの壁体を築き､そのヲ予後をm=とによって
支える構造です｡壁体の上部にはL字状の段を放けており､この部分にトラスト(柏の骨如み)を股粧していたと考えられ
ます｡橋脚は機台から南に5-6m離れたT立言辻で2
進確肱できました｡2進とも杜状の橋脚で､上部に
は仰所から見て凸状の段を放けています｡おそらく､
櫛命からのぴるトラストを機的Jの片方の段に投了ZtL､
反対側の段に南川へのぴるトラストをかけていたよう
です｡また､橋脚のJ技_E-両には2カ所の鉄穀ボルト
が碓限でき､トラストの闇定や機脚移動時のrTJりあ
げなどの用途を考えることができます(写■2)｡
t 頭 重 垂 ■ 橋脚と鵬に用いられたレンガ
には､松楽を二本縦み合わせた糞形状の刻印が多
数確認できました(写A4)｡これは､｢那岐煉瓦株式
会利｣で教法されたレンガと考えられます｡
n･鯛#時には多くの-))一々にご見学いただき.偶於施設に
(書から) 事■2■■のボルト r対する多くのtlW捻挫供していただきました｡この叫を
1日)で御礼叫し上げます｡
編 集 後記
今別は鹿川称兆でした｡｢鹿川JiE｣解1p】に向け
での那-)Sとして､今後につなげていく予延です｡
次ITrをごJP】持下さい｡ (山本 悦牡)
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